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1. はじめに ―現代美術におけるウィリアム・モリスの影響― 
 
 2014 年の冬、ロンドンのトラファルガー広場の北にある National Portrait Gallery（国
















































 前述の「Anarchy & Beauty」展と同時期に、イギリスのオックスフォードにある Modern Art 
Oxford でも、モリスの展覧会が行われていた。National Portrait Gallery が非常にクラ




者のイメージをモチーフとした壁紙を左右に対峙させている（図 2）。「Love is Enough」（「恋










図 2 「Love is Enough」展会場入口 
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 モリスは 22 歳の頃、仲間たちとともに同人誌『オックスフォード＆ケンブリッジ・マガ


































































































































































































































 最初の刊本が『輝く平原の物語』（1891 年 4 月 4日刊行）で、次に『おりふしの詩』（1891
年 9 月 24 日刊行）を出している。翌年には、若いモリスが最も大きな思想的影響を受けた
人物ジョン・ラスキンの『ゴシックの本質』（1892 年 4 月 2日刊行）を出している。『ゴシ
ックの本質』はモリスが特に愛好し重要視していた本で、モリスが中心となって 1877 年に
創設された古建築物保護協会の思想の基本にもなっている。図 9はモリスの小説『ジョン・
















『ジェフリー・チョーサー作品集』（1896 年 5 月 8日刊行）（図 10）は、豚皮にエンボス加
工を施した特装版だが、デザイン自体は非常にシンプルな装幀であり、モリスのブック・
デザインにおける考えが具現化されたデザインだといえる。 
 『フロワサールの年代記』（1896 年 12 月 24 日刊行）、『Love is Enough』（1897 年 12 月






























－ 130 － － 131 －
 モリスにとってのブック・デザインの本質は本の中身であり、外側をきらびやかに飾る
こと以上に中身が大事だと考えていた。ケルムスコット・プレスの金字塔と言われる大作
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(2014 年 12 月 12 日、生活美学研究所本年度嘱託研究員特別公開講座における講演に基づく) 
コーディネーター 武庫川女子大学 横 川 公 子 
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